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                             単施設研究用 
研究課題『神経変性疾患の早期診断における神経回路イメージングの特徴と有

用性の検討』に関する情報公開 
 
１．研究の対象 
本学脳神経内科において、神経変性疾患と診断された方や神経変性疾患の疑いがあると

考えられる方を対象とした研究『神経変性疾患の早期診断における神経回路イメージン

グの特徴と有用性の検討』に参加された方 
 
２．研究目的・方法・研究期間 
 神経変性疾患は異常な蛋白質が神経細胞に蓄積した結果、細胞の機能が障害され

る疾患です。近年、高齢者の増加とともに神経変性疾患は急増しており、その早期診

断方法や治療法の開発・確立が求められています。しかし、一般に神経変性疾患は発

症から診断までに時間を要することが多く、また発症早期に正確に診断することは非

常に困難であることが知られています。そのため、より早期の症状をとらえられる検

査法や、より正確で客観的な診断方法の開発が求められています。 
 そこで神経変性疾患患者および神経変性疾患が疑われる方に対して神経診察、高

次脳機能評価、日常生活動作評価、頭部MRI、脳磁図、髄液検査、遺伝子検査、血液
バイオマーカーなどの詳細な検査を行い、発症早期から評価可能な検査方法を探索

し、早期診断に役立つ指標を開発することを目標とし、本研究を計画致しました。通

常臨床にて行われる検査と共により詳細な頭部MRIや高次脳機能検査、脳磁図、遺伝
子検査を行うことで、発症や進行に関与する因子が明らかとなり、髄液検査を施行す

ることで背景病理を推測可能な臨床診断が可能となることが期待されます。 
研究期間は 2016年 11月 14日(研究実施承認日)より 2027年 3月 31日とします。 

 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
 情報：既往歴や治療薬生活歴などの基本情報、認知機能検査結果、アンケート結果 
 試料：血液、髄液、頭部MRI画像 
 
４．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
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  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
    名古屋大学医学部経営企画課 

住所 名古屋市昭和区鶴舞町 65 
電話 052-744-2479 

    名古屋大学大学院医学系研究科神経内科学 原 一洋、小倉 礼、勝野雅央 
住所 名古屋市昭和区鶴舞町 65 
電話 052-744-2391 

 
       
研究責任者： 

      名古屋大学大学院医学系研究科神経内科学 勝野雅央 


